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【はじめに】高専教育の高度化として、学生実験への「青色 LED の製作と評価」の導入を計画し

ている 1)。ここでは、学生自ら熱抵抗が異なる青色 LED パッケージを製作でき、発光層の温度と

熱抵抗を測定して、発光特性に与える影響を評価・考察させる。そして、品質保証上最も重要な

発熱の問題と LEDの発光機構を理解させることを目的としている。 

【学生実験】図 1に製作した LED構造を示す。LED チップの形状は 0.95mm角、厚さ 0.35mm、p

形電極形状はφ0.35mm。LED チップは TO-46S ヘッダーにダイアタッチ材でダイボンディングし

て、金線（φ25m）をワイヤボンディングした。熱抵抗の異なるパッケージは、チップとステム

の間に厚さ 0.15mm のほう珪酸ガラス板を 1 または 2 枚挿入することで作製した。熱抵抗測定は

ΔVF法によった。LEDパッケージを 22℃の恒温槽内に設置し、駆動電流は 30mA で行った。 

【結果】図 2に発光時間と ΔVFの関係を示す。通電時間が 1秒付近の ΔVF が比較的なだらかな部

分がガラス板挿入による熱抵抗の増加による発光層の温度上昇を示している。100 秒以上のなだ

らかな部分はヘッダーの温度上昇によるものと考えられる。ガラス板挿入なしの場合はヘッダー

までの熱抵抗 560K/W、発光層温度は 78℃に対して、ガラス板を2枚挿入した場合は熱抵抗 820K/W、

発光層温度 102℃に上昇した。駆動電流 50mA 付近では、ガラス板 2 枚挿入したものの光出力は

挿入なしの 85%程度に減少したが、ピーク波長はほとんど変わらない。学生実験ではこれらの原

因を考察する中で、青色 LED 特有の発光機構や温度上昇の問題点などを考察させる予定である。 
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Fig. 1  Schematics and a photograph of LED structures.  Fig. 2  VF as a function of the lighting time. 
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